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長戸工芸大学　　　　電気工学科　　　十文字正憲　鹿野誓生
エネルギー工学科　　内山晴夫
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机　はじめに

本学の電気工学科およびエネルギー工学科では､三陸海岸から下北半島にかけて発現するr華

ませ｣の実体を解明し､その対策を立てるため､過去1 0年間に亘って　r畢ませ霧｣のレーザ

丘♭-ダ観測を行って来た｡　昨年までは固定席による観測のみであったが､今回移動観測

室　票志したSで､暮せて云学o:^-ザIS'ダシステム喜怒介する｡

星.システム'D菰貢

システムは､ 2固定席(斎藤八戸市および岩手県一声町高森高原さ　と1移動展から成ってむ㌔

･S　<. !-…言.;章票)a A声馬is:や富士｣が直^s:き込むという^i点を生かし､ Lrやませ莞_I
の海岸線内陸部における挙動を､一声馬は､革ませが吹き込む海岸線付近から内陸までの様子

をsCc- rs G"冨i3,TV¥も霊獣しているe　まTz　こ?l.ら　　悪においての　葦範写itてC･鼓;V-i-

からせいぜい数十　と;&いため､今転移賢竜｣-t車を新たに薫志したQ

F!言.三息El.､声意のシステムで義って､主に京平ご鉛宣嘉男を行っている｡　また､ 3次元恵

灘も行えるよう現在改良率であるo

F噛.3は一声魔の概要で､ i/-ザ送信機の止に受信望遠鏡を取場紺相､その直前に大型反射

ミラーを取り翻相､それをス卑ヤンすることにより立体観測が可能になるようにしてある｡

Fig.埠は試解した移動観測車であるO　ワンポッ夢スカーの中にL/-ダ送受信装置を聴み､大

型の反射ミラーで送受信ビームを折り曲げ鉛直観測を行うO

なお､ 3魔いずれの装置も､送信機には既穀的安価で高出力の得られる放電管励起パルス色

素レーザを屑いてあるo

B.観潮結果

肇ませ霧観測デー射こついては､今回のシンポジウム予稿集p-1 1または末尾の参考文献
を参照されたい｡
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A-Dコンバータ､コンピュータ

:ie. 2　試作したレーず｡レーダ装置のブロック因(八戸最)

F≡g. 3　試作したスキャニング･

レ-ザ･レ-ダの概要(一戸局)
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Fig. 4　試作した移動観測車の概要(移動局)


